
永
井
隆
の言
葉

台

長 平

い 和
間 を
眠 願

っ い
て 愛
い とた 忍
こ 耐
の と美

奉
し 仕
い に曲 生
を

き
甦

た
ら 永
せ 外
た

陸貴
博

重
士

な
の

ア 辞
ル
・

世
ハ のム 句

薔
薇
の
花
よ
り
香
り
た
つ
ご
と
く

こ
の
身
を
離
れ
昇
り
ゆ
く
ら
む

永
井
隆

心
の
う
た

ビアノ・曲 中 山博之

南
天
の芝

'導

を
美
し
ソ
プ
ラ
ノ
で0づ
る
祈
り
の曲
集

/
イ
'

チェロ 磯野正明

南天の花 永井隆 / 山田耕筰

白薔薇の 永井隆 / 山 田耕筰

永井隆の短歌による五つの歌 永 井隆 / 中 山博之

ああ此 の涙をいかにせむ サトウハチロー / 古 関裕而

長崎の サトウハチロー/ 古 関裕而

新しき朝の 永井隆 / 古 関裕而

君死にたまふことなかれ 與 謝野晶子 / 吉 田隆子

鳥の歌 (チェロ独奏) カ ザルス編曲 / カタロニア民謡

交響曲 第 3番
。
悲歌

"
第2楽章 (ピアノ伴奏版) グ レッキ

ねがし、 佐藤信 / 林 光

Stand Alone 小山薫堂 / 久石譲

* チェロ参加曲・・・白 薔薇の ・長 崎の鑪 ・鳥 の歌
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長
崎
の
原
爆
で
被
爆
、
夫

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
渡
辺
し

の
歳
月
を
経
て
よ
み
が
え
っ

人
を
失
い
、
命
の
限
り
被
爆

お
り
さ
ん
Ⅱ
岡
谷
市
Ⅱ
が
、

た
歌
を
、
渡
辺
さ
ん
が
初
披

し

ろ

は

ら

者
救
援
活
動
を
続
け
た
医
学

「南
天
の
花
」ほ
か
「白
薔
薇

露
す
る
。

者邑・永作井=隆、(19085童謡
「赤』
の0」=び「長畑崎」の「鐘島」原0「子さ守と
,プ併レ設イ」エルは0ギ、ャ安ラ曇リ

ん
ぼ
」
で
知
ら
れ
る
作
曲
家

歌
」
な
ど
を
披
露
す
る
。

村
(現
松
本
市
)出
身
の
木
版

こ
う
さ
く

だ

い
ど
う

・山
田
耕
筰

(18865

「白
薔
薇
の
」
は
、
永
井

画
家
・
加
藤
大
道
と
永
井
の

1965

が
)
が
作
曲
し
た

の
辞
世
の
句
「白
薔
薇
の
花

筰
「原
子
野
の
花
」
な
ど

の
作
品
を
展
示

の

コ
ン
サ
ー
ト
9
、0
日
に
田
」、古畑

博
子
さ
ん

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・渡
辺
さ
ん

「南
天
の
花
」
な
ど
を
収
録

よ
り
香
り
た
つ
ご
と
く
ー
」

し
た
OQ

発
売
を
記
念
し
て

に
、
山
田
が
作
曲
献
呈
し
た

四
日
午
後
6
時
半
、

日
午

も
の
で
、
楽
譜
を
渡
辺
さ
ん

後
1
時
半
の
2
回
、
松
本
市

が
探
し
求
め
、
長
崎
市
永
井

衣

田0上高地線新島~駅
隆記念館
ら提供し
0

ア

西
の
喫
茶
「カ
フ
エ
プ
レ
イ

ら
っ
て
、
ピ
ア
ノ
・編
曲
の

故

エル
」
で
、
コ
ン
サ
1
ト
が

中
山
博
之
さ
ん
ら
の
協
力
を

波

か
、
長
崎
と
松

本
を
結
ぶ
平
禾ロ

活
動
、
永
井
と
加
藤
の
顕
彰

に
力
を
注
い
で
い
る
。

コ
ン
サ
1
ト
は
OLOOO

円
(お
茶
、
菓
子
付
き
)
。

は定カ員各フ如エプ人レ。イ問〔エル合わ公0

0263

・

・
815

開
か
れ
る
。

得
て
OQ

に
収
め
た
。

年

8
)
へ
。

長
崎
の
原
爆
で
被
爆
し
、
病
床
に
伏

す
永
井
隆
(当
時
長
崎
医
大
教
授
)
が

ず

著
し
た
『こ
の
子
を
残
し
て
』
を
読
ん

す
,
で
、
水井
の
一天
の
子
ど
も
の
慰
め
に

み
0
」、』版画作品0贈0
00

・
を

井
と
交
流
、
永
井
の
絵
を
彫
っ

て
共
作
『原
子
野
の
花
』
を
出
版
し
た
版
画
家
に

だ
い
ど
う

加
藤
大
道
が
い
る
◆
大
道
は
安
曇
村
橋
場
(現
松

)
本
市
)
に
生
ま
れ
、
画
家
を
志
し
て
上
京
、
中
国

に
も
渡
っ
た
が
、
後
年
帰
郷
し
、
木
版
画
に
転
じ

)
た
。
『原
子
野
の
花
』
は
第
1
、
2
集
と
刊
行
さ

一
れ
た
も
の
の
、
永
井
の
命
が
つ
い
え
た
。
松
本
市

波
田
の
喫
茶
兼
ギ
ャ
ラ
リ
1
「カ
フ
エ

プ
レ
イ

エ
ル
」
で
、
そ
の
合
作
版
画
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で

こ

う

さ

く

き
る
◆
今
度
は
永
井
隆
作
詞
、
山
田
耕
筰
作
曲

「南
天
の
花
」
な
ど
を
収
め
た
OQ

が
完
成
し
、

四
日
と

日
に
同
店
で
記
念
コ
ン
サ
1
ト
が
開
か

し

ろ

は

ら

れる。00
収録曲0
「南天0花」
「白薔薇

守
歌
」
な
ど
を
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・
渡
辺
し
お
り

さ
ん
(岡
谷
市
)
が
披
露
す
る
。
「白
薔
薇
の
」

よ
み
が
え

た
も
の
◆

年
の
年
月
を
経
て
初
め
て
蘇
っ
た
。

楽
譜
を
探
し
求
め
る
な
ど
、
渡
辺
さ
ん
の
カ
添
え
7

が
あ
っ
て
こ
そ
で
、
喫
茶
店
経
営
の
古
畑
博
子
さ

ん
は
「し
お
り
さ
ん
の
心
の
歌
で
す
」
と
言
う
。



岡
谷
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
渡
辺
さ
ん

「南
天
の
花
,発
売

四、間
日
波
田
で記念
0ンサー
ト

岡
谷
市
の
ソ
プ
ラ
ノ

歌
手
渡
辺
し
お
り
さ
ん

永
井
博
士
と
加
藤
大
道
の
共
作
版
画
が

飾
ら
れ
た
店
内
で
、00

を
手
に
す
る

永
井
博
士
(永
井
隆
記
念
館
提
供
)

、蜑

一

第
式
《ら

第

,を
・'を
)一~一一一~'~
ト,

せ
、中
山
さ
ん
の
編
曲
で
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、そ

ソ
ロ
曲
と
し
て
よ
み
が
え

の
上
で
、永
井
の
メ
ッ
セ

ら
せ
た
。

ー
ジ
を
自
由
に
受
け
取
っ

そ
の
ほ
か
、「永
井
隆
の
て
ほ
し
い
」。古
畑
さ
ん
は

短
歌
に
よ
る
五
つ
の
歌
」
「詩
と
音
楽
と
絵
を
通
し

は
永
井
博
士
の
短
歌
5
首

て
、平
和
や
永
井
博
士
の

に中山さんが曲を付け
思いを感じてもら
んた

た
新
曲
。永
井
博
士
の
訃

ら
」と
話
し
て
い
る
。

報
に
接
し
作
詞
家
サ
ト
ウ

コ
ン
サ
ー
ト
は
四
日
午

ハ
チ
ロ
ー
が
し
た
た
め
た
後
6
時
半
開
演
。
日
は

の
新
作

「南
天
の

花

永
井
隆

心
の
う

た
」
の
発
売
を
記
念
す

る
コ
ン
サ
ー
ト
が
袈

加
日
、松
本
市
波
田
の

渡
辺
さ
ん
(右
)と
古
畑
さ
ん

、、

か
店
に
ち
な
む
も
の
を
」

と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

「南
天
の
花
」の
こ
と
を
知

っ
こ
。

「カ
フ
エ
プ
レ
イ
エ
ル
」

で
開
か
れ
る
。永
井
隆

博
士
(1908

、
引

一

年
)は
長
崎
で
被
爆
し
.
一

た

医
師
。「南
天
の
花
プ

(

は
永
井
博
士
の
与
こ
乍

曲
~

田
耕
筰
か
曲
を

一

一一Ⅱ

だ
が
、楽
譜
は
既
に
絶

版
。渡
辺
さ
ん
は
長
崎
市

永
井
隆
記
念
館
か
ら
楽
譜

の
複
写
を
取
り
寄
せ
、ピ

可

ア
=スト中山博之さん

」'

車

に
編
曲
し
て
も

`

い、コンサ
ート
で披
露

」.・

永
井
博
士
に
関
連
す
る
作

品
。「白
薔
薇
(ば
ら
)の
」

は
、永
井
博
士
の
辞
世
の

句
に
耕
筰
が
曲
を
付
け
、

永
井
博
士
の
葬
儀
で
歌
わ

れ
た
合
唱
曲
だ
。楽
譜
は

未
発
表
で
、耕
筰
の
自
筆

罌
所
蔵
す
る
施
設
か
ら

楽
譜
の複
写
を
取
り
寄

弔辞に作曲家
の古関裕
完
売
。

円
。定
員

而
が
曲
を
付
け
た
「あ
あ

如
人
。会
場
で
0Q

(25

此
(こ
)の
涙
を
い
か
に
せ
00
円
)を
先
行
販
売
す

む
」も
あ
る
。い
す
れ
も
、
る
。チ
ケ
ッ
ト
は
同
店
容

ム

ほ
と
ん
ど
表
に
出
て

8158

こ
な
い
作
品
だ
。

on

の
購
入
希
望
者
は

永
井
博
士
の
ユ
ー
モ
ア

渡
辺
さ
ん
に
メ
ー
ル
(sh

あ
る
人
柄
に
引
か
れ
る
と

ぎ
ュ
田
9◎
gmail

・c

い
う
渡
辺
さ
ん
は
「永
井

。
m
)か
フ
ァ
ク
ス
(ON

隆
と
いう
人物
にま
ず
興
66
・

)で。

し
た
。渡
辺
さ
ん
は
こ
れ

付

け
た
作
品
で
、渡
辺

を
き
っ
か
け
に
永
井
博
士

さ

ん
は
「全
国
へ
永
井

の
作
品
を
研
究
し
、今
回

隆

の
思
い
を
届
け
り
れ

化
を
決
意
し
た
。録

た
ら」と意気込んで

・一

、
~

音は
「永井隆
の思いが

(松
尾
尚
久
)

満
ち
た
プ
レ
イ
エ
ル
で
」

同
店
は
、永
井
博
士
と

と
上
高
地
線
新
島
々
駅
に

松

本
当

の
版
画
家
加

を
常
設
展
示
。経
営
者
の

る
。渡
辺
さ
ん
は
201

近
い
同
店
で
行
っ
た
。

藤

大
道
(1896

、
1

古
畑
博
「実
え
は
永
井
博

3
年
に
同
店
で
コ
ン
サ
ー

8
月
9
日
に
発
売
す
る

965

年
)の

作
版
画

士
の
遺
族
と
も
交
流
す

ト
を
す
る
に
あ
た
り
「何

全
川
曲
中
、5
曲
が

「苦
労
し
た
が
楽
し
か
っ
た

し
や
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考

え
、
組
版
シ
ス
テ
ム
を
使

鉢
盛
中

タ
ウ
ン
情
報
で
職
場
体
験

っ
て
紙
面
を
作
っ
た
。

鉢
盛
中
学
校
の
2
年
生

活
動
を
紹
介
す
る
「中
学

記
者
に

何
し
て
取
材

181

人
は

、
21
日
、
生
新
聞
」を
製
作
し
た
。

や
写
真
撮
影
に
も
挑
戦
し

市山
、形塩村尻や市朝の日
村事、業松
所本

年
2
人の
時は
な、
2づ
取年
り生
組が
む1

た
矢。
島
さ
ん
は
「事
前
の

で
職
場
体
験
学
習
を
し
た
。
応
援
、
縦
朝

そ
班
を
作

取
材
は
打
ち
ム

せ
通
り

松
本
平
タ
ウ
ン
情
報
に
は

り
合
唱
や
清
掃
な
ど
をチ

に
い
か
ず
苦
労
し
た
け

矢
島
綾
音
さ
ん
と
上
條
早

る
活
動
、
1
人
が
連
続
3

ど
、記
毋
」仕
上
け
た
り
、

輝
さ
ん
が
訪
れ
、学
校
の

日
間
便
器
を
磨
く
ト
イ
レ

レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
た
り

清
掃
に
つ
い
て
事
前
に
取
す
る
仕
事
は
楽
も
く
、や



 


